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若者たちのネットワークを広げる大学生 徳村裕介さん 1 1 

とやま感動案内

とやま健康の森「グリーンパーク吉峰」

とやま音のある風景

菅沼合掌集落の虫の声と庄川のせせらぎ

教えて健康パークQ&A

ロMn3
 

4
E
a
 

/
f
I
1¥
 

月白。

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感

ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

W

-
世
界
三
大
野
生
生
物
映
像
祭
の
一

つ
「
ジ
ャ
パ
ン
・ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ω」
が
、
八
月
十
九
日

則
か
ら
二
十
二
日
ま
で
閑

話
催
さ
れ
ま
し
た
。

の楠

闇
こ
の
フ
エ
ス
テ
イ
パ

蹴
ル
は
平
成
五
年

phJ隔

げ
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

『レ鵬
の
で
、
四
回
目
の
今

月
回
は
世
界
各
国
か
ら

刀
三
百
二
十
八
作
品
の

内
応
募
が
あ
り
ま
し
た
0

・
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
富
山
市
民
プ
ラ

ザ
に
設
置
さ
れ
た
五
つ
の
シ
ア
タ
ー
と

高
岡
・
黒
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で

は
、
最
終
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
二
十
二

作
品
を
中
心
に
上
映
。
最
終
日
に
は

授
賞
式
が
行
わ
れ
、
「
真
性
粘
菌
の
生

活
史
」
(
日
本
)
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
ま
し
た
。

-
こ
の
ほ
か
、
素
潜
リ
の
元
世
界
記

録
保
持
者
ジ
ヤ
ツ
ク

・
マ
イ
ヨ
l
ル
氏

の
講
演
や
、
映
画
監
督
の
羽
仁
進
氏

に
よ
る
動
物
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
健
や
か
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
こ
の
夏
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
と
や
ま
県
議
会
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目リ由。

-
県
内
の
小
学
五

・
六
年
生
四
十
五

名
が
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
た
ち
の

将
来
や
郷
土
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
子

ど
も
と
や
ま
県
議
会
」
が
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
七
月
下
旬
の
委
員
会
活
動
に
続
い

て
、
八
月
十
一
日
に
は
県
議
会
議
事

堂
で
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
つ
い

て
の
電
話
相
談
が
あ
れ
ば
よ
い
」
「
き 本会議で意見発表する子ども議員

っ
か
け
や
出
会
い
づ
く
リ
の
取
り
組
み

を
考
え
よ
う
」
コ
」
み
を
拾
う
だ
け
で

な
く
、
捨
て
な
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
広

め
よ
う
」
「
県
民
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
を

つ
く
ろ
う
」
な
ど
の
意
見
や
提
言
を
発

表
し
ま
し
た
。

環
日
本
海

子
ど
も
フ

ォ
ー
ラ
ム

日
H

内
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月au 

-
対
岸
諸
国
と
富
山
県
の
子
ど
も
た

ち
に
、
共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り

あ
う
こ
と
を
通
し
て
国
際
感
覚
を
育
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中国の子どもたちによる意見発表

空の時代の幕開け
富山飛行場が開場

昭和8年10月8日(日)

と1933 

会
期
中
は
、
延
べ
約
三
万
五
千
人
の

観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

-
ひ
た
む
き
な
生
命
の
営
み
が
映
し
出

さ
れ
た
映
像
に
触
れ
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
然
保
護
へ
の
関
心
が
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
広
報
課

企
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4
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~園田回目:w.、 ~ -
たくさんの観客て・にぎわった会場

-
八
月
二
十
二
日
に
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
会
議
に
は
、
中
園
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
か
ら
十
二
人
、
県
内
か
ら
五

十
人
の
中
学
一
年
生
が
参
加
。
「
学
校

で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
」
や
「
友
達
と
の

け
ん
か
や
い
じ
め
へ
の
対
応
」
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
最

後
に
、
三
十
一
世
紀
は
私
た
ち
の
時

代
で
あ
り
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
な
ど
五
項
目

か
ら
な
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

十

歳
立
山
夢
登
山

口同内。
内
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同
月au 

瞳
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
タ
|
二
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
十
二
歳
の
子
ど

も
た
ち
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
厳
し

さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
大
人
へ
の
自

覚
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
十
二

歳
立
山
夢
登
山
」
が
、
八
月
二
十
三

日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

-

一
日
目
は
、
立
山
博
物
館
で
立
山

の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、
弥
陀
ケ
原
で
、
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
生
き
る
高
山
植
物
な
ど
を
観

察
。
夜
に
は
宿
泊
先
の
立
山
荘
に
国

際
的
な
数
学
者
。ヒ
ー
タ
ー
-
フ
ラ
ン
ク

ル
さ
ん
を
迎
え
、
夢
を
語
り
あ
い
ま
し

た。圃
二
日
目
は
、
強
い
風
雨
の
た
め
、
雄

県広報と骨ま 1999.10・ 1

婦負郡倉垣村(現:富山市布目)で建設が

進められていた県営富山飛行場が完成し、

この日、開場式が挙行された。翌年5月に

は、全国初の地方航空路線として東京便

が就航、名古屋と大阪への路線も開設され

たほか、満州や朝鮮への路線の構想、もあ

った。飛行場は、富山県を 「対岸との交通

通商の中心地たらしむ」ことによって 「本

県繁栄の一大基礎Jを築くものとして大き
な期待を集めたのである。しかし、やが

て太平洋戦争が勃発。飛行場は軍用化さ

れ、敗戦後は農地に復元されてしまった。

富山県に再び空の時代が訪れるのは、現在

の場所に富山空港が開港した1963(昭和
38)年、対岸諸国への航空路線としてソウ

ル便が実現

するのは

1993 (平成
5)年のこと

である。

本髭は古紙100%ι満生紙を使用しています.
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月。
J
曹

デ
ザ
イ
ン
と
情
報
で

県
内
企
業
を
応
援
!

サ
ン
・
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

-
高
岡
市
戸
出
の
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
2
畠
山
県
総

合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」

-富
山
県
産
業

高
度
化
セ
ン
タ
ー
」
「
高
岡
市
デ
ザ
イ

ン
・
工
芸
セ
ン
タ
ー
」
の
三
施
設
が
、

九
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

-

「
富
山
県
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
」
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
県
内
企

業
を
支
援
す
る
施
設
で
、
デ
ザ
イ
ン
性

や
機
能
性
の
高
い
「
売
れ
る
モ
ノ
づ
く

り
」
を
商
品
企
画
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ン

山
登
山
を
中
止
し
て
室
堂
付
近
を
散

策
。
雷
鳥
に
出
会
う
幸
運
に
恵
ま
れ

た
も
の
の
、
冬
の
よ
う
な
寒
さ
の
中
、

山
の
厳
し
さ
に
接
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
の
学
校
生
活

で
は
昧
わ
え
な
い
体
験
を
通
し
て
、
自

信
や
友
情
な
と
未
来
に
向
け
た
可
能
性

を
手
に
し
ま
し
た
。
県
で
は
、
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
の
た

め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

-
問
合
せ

三
J

ど
も
と
や
ま
畠
m
議
会
」

「
十
二
歳
立
山
夢
登
山
」

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

2
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司
環
日
本
海
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

県
庁
児
童
家
庭
課
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高山植物についての説明を聞く子どもたち

開場当時の富山飛行場

開
発
、
流
通
販
売
に

一
至
る
ま
で
総
合
的
に

乃
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

汁

・

「
富
山
県
産
業
高

引
度
化
セ
ン
タ
ー
」
は
、

計
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

鵬
よ
る
商
品
情
報
の
発

劃
信
な
ど
を
通
し
て
業

務
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
高
岡
市

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高

岡
の
伝
統
技
術
移
生
か
し
て
ク
ラ
フ
ト

製
品
の
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
三
施
設
共
通
の
愛
称
は
「
サ
ン
・
セ
ン

タ
ー
」
。
三
つ
の
施
設
が
連
携
し
て
、
地

域
の
産
業
を
太
陽
の
よ
う
に
問
る
く
照

ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
県
総
合
平
弁
J
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ン
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県
有
地
を
一
般
向
け

に
売
却
し
ま
す
。

-
県
で
は
、
公
共
的
な
利
用
が
今
後

見
込
ま
れ
な
い
県
有
地
を
県
民
の
皆
さ

ん
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

園
こ
れ
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
主
な
ね
ら
い

で
、
県
有
地
を
広
く
一
般
向
け
に
売

却
す
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

聞
主
な
売
却
予
定
地
は
、
富
山
公
共

職
業
安
定
所
跡
地
、
県
職
員
用
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
運
輸
省
職
員
宿
舎
跡
地

(
以
上
富
山
市
)
、
警
察
職
員
宿
舎
跡
地

(
高
岡
市
伏
木
)
、
駐
在
所
跡
地
(
新
湊

市
、
上
市
町
)
な
ど
で
す
0

・
売
却
面
積
、
建
築
条
件
、
購
入
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
問
合
せ

県
庁
管
財
課

包

0
7
6
(
4
4
4
}
3
1
7
2
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